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１ はじめに 

近年，いわゆる 5mm 未満のプラスチックであ

るマイクロプラスチック（MP）が，新たな環境汚

染問題として世界的に注目されている 1-7）。                                                                                                                             

当センターにおいても海岸漂着 MP や河川流下

MP の状況，MP への化学物質の吸着状況などの実

態について調査研究を行ってきた 8-13）。その結果，

相模湾に漂着する MP は，地点ごとの漂着特性に

大きな差異があることなどから，主に河川（陸域）

由来と推定されること，晴天時に比べて雨天時に

は河川を流下する MP 量が増加することなどが明

らかとなった。 

また，ドローン（無人航空機（UAV））を活用し，

河川及び河川敷に散乱する人工ごみの状況につ

いて調査した結果，MP の元となるプラスチック

ごみ（マクロプラスチック）が非常に多く，人工

ごみのうち半数以上の個数を占めていることな

どがわかった 14,15）。これらのマクロプラスチック

が，降雨等による増水時に流下する過程で細片化

したり，またはその場で紫外線等により劣化した

りして MP となっていく可能性も考えられる。 

このように，MP 対策のためには河川からの流

出状況を把握することが重要と考えられるが，こ

れまで河川を流下する MP の調査は実施してきて

いるものの，潜在的な河川流下 MP と考えられる

河岸や中州等に堆積している MP の実態について

はほとんどわかっていない。そこで，引地川を対

象に，河岸や中州に堆積している MP 及びその元

となるマクロプラスチック（以後，「プラスチック

片」とする）の実態を 2022 年 11 月に 6 地点にお

いて調査した。ここでは，調査の概要ならびに地

点ごとの個数密度・長軸長さ・材質を比較した結

果について報告する。 

 

２ 調査方法 

２．１ 調査対象河川 

 川幅が広く河岸や中州の面積が大き過ぎると，

代表性のあるサンプリングが難しく，かつ労力も

大きくなる。そこで，中規模な川幅で，これまで

河川流下 MP や道路堆積物などの調査データがあ

図１ 調査地点（図中の●印） 



神奈川県環境科学センター研究報告 NO.47（2024） 
 

- 44 - 
 

る引地川を対象とし，図 1 及び 2 に示す 6 地点に

おいてサンプリングを実施した。 

 

２．２ サンプリング方法 

 サンプリング方法は，三島ほか(2022) 16）に準じ

て実施した。すなわち，40cm 四方のコドラート

（採取区画）内にて，土砂ごとスコップで表層 2cm

採取し，実験室に持ち帰って分析用の試料とした。

このようなサンプリングでは，代表性のある試料

を採取できるかが常に問題となる。池貝ほか 

(2017) 17）は，海岸漂着 MP のサンプリング方法と

して，漂着物の集積度の高い部分を 2 点以上選び，

それらを平均することで，調査地点間で比較可能

な最大ベースの MP 漂着量が得られることを示

した。ここでもこの方法を参考としたが，河岸や

中州において詳細なサンプリング方法を検討し

たわけではないため，採取区画を 3 か所ずつとし，

それぞれの調査地点において目視により集積度

の高いところを選定した。地点 A（柳橋）の例を

図 2 に赤丸で示した。なお，地点 A（柳橋）は右

岸と左岸，B（福田）と C（長後）は左岸，D（円

行）と E（大庭）は右岸，F（辻堂元町）は右岸と

中州でサンプリングを行った。また，A，D，F の

3 地点は 2022 年 11 月 22 日と 24 日に，B，C，E

の 3 地点は 2022 年 11 月 25 日に実施した。 

 

２．３ 長軸長さ及び材質の分析方法 

長軸長さ及び材質の分析方法も三島ほか(2022) 

16）に準じて行った。すなわち，まず持ち帰った採

取物から，プラスチックと思われるもの（プラス

チック候補粒子）を目視にて取り出す。その後，

飽和食塩水で比重分離を行い，浮遊物からさらに

プラスチック候補粒子を取り出し，この操作をプ

ラスチック候補粒子がなくなるまで繰り返す。こ

図２ 調査地点の状況。Ａ内の〇は、おおよ

その採取位置を示す。 

図３ 各調査地点における個数密度の比較。地点Ａ，Ｄ，Ｆは 2022 年 11 月 22 日に，Ｂ，Ｃ，Ｅ

は 2022 年 11 月 25 日にそれぞれサンプリングを実施した。 
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うして取り出したプラスチック候補粒子につい

て，1 個ずつ実体顕微鏡（OLYMPUS 製 SZ61）を

使用して長軸長さを計測し，フーリエ変換赤外分

光光度計（FT/IR-4600 TGS 検出器，日本分光㈱製）

の ATR 法により赤外吸収スペクトルを測定して

材質を判定した。材質の分類としては，ポリエチ

レン（PE），ポリプロピレン（PP），ポリスチレン

（PS），ポリエチレンテレフタレート（PET），ポ

リ塩化ビニル（PVC）とし，それ以外を「その他」

に区分した。 

 

３ 結果 

３．１ 調査地点ごとの個数密度の比較 

 図３に，各調査地点における個数密度を示した。

調査地点ごとに右岸，左岸，中州のいずれかにお

いてそれぞれ 3 区画ずつ採取しているが，採取位

置により上流側，中間，下流側と表記した。なお，

地点 A，D，F については 11 月 22 日に採取した

結果である。図３より，調査地点によってかなり

差があることがわかった。個数密度が最も高かっ

たのは A 右岸の上流側で 3744 個/m2（採取プラス

チック片 599 個），最も低かったのは E 右岸の上

流側で 0 個/ m2 であった。また，全体的な傾向と

して，上流（A）から下流（F）にかけて徐々に増

加したり減少したりするような特徴はみられず，

調査地点固有の影響があると考えられ，プラスチ

ック片が堆積しやすい場所と堆積しにくい場所

があると考えられた。 

各調査地点の 3 区画の比較では，概ね上流側で

最も個数密度が高かったことから，河岸や中州で

は上流から流れてきたプラスチック片が堆積し

ている可能性が考えられた。また，地点 A の右岸

と地点 B では，それぞれ 3 区画における差が大き

く，同じ河岸内であってもプラスチック片の堆積

状況に偏りがあると考えられる。従って，ここで

は 3 区画の平均値を調査地点の代表値とはしない

が，全体的に見ると地点 A と B は堆積しやすく，

D と E は堆積しにくいといった特徴は見てとれる。

ただし，例えば地点 E には多くの河岸・中州が存

在し，その中の一部の河岸で調査した結果である

ため，必ずしも地点 E の周辺が堆積しにくい場所

とは限らないことに留意する必要がある。 

今回調査した C，D，E の個数密度が低かった原

因については今後の課題であるが，河川の流れや

水位などの影響によりプラスチック片が堆積し

にくい場所である可能性がある。また，調査地点

ごとに固有の影響があることが推測されるため，

個数密度の高い場所は上流側から河川を通じて

流れてきたもの以外に原因（発生源）がある可能

性も考えられ，やはり今後の課題である。 

地点 A，D，F については，11 月 23 日に海老名

に設置された雨量計で 44.5mm，辻堂で 35.5mm の

まとまった雨が降ったため，その翌日の 11 月 24

日にもサンプリングを実施した。結果は図４に示

したとおり，降雨前後で個数密度が増加した地点

と減少した地点があり，増加した地点は降雨によ

り新たにプラスチック片が堆積し，減少した地点

は降雨により下流へと流出した可能性が考えら

れた。地点 D は降雨後でも個数密度が低いままで

あり，やはりプラスチック片が堆積しにくい場所

である可能性が考えられる。 

 

図４ 降雨前後における個数密度の比較。降雨前は 2022 年 11 月 22 日に，降雨後は 2022 年 11月

24 日にそれぞれサンプリングを実施した。 
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３．２ 長軸長さ別・材質別の個数密度の比較 

地点 A（11 月 22 日採取）における長軸長さ別・

材質別の個数密度を図５に示した。これまでは

MP を対象として調査を行ってきたため，長軸長

さは 5mm 以上のものをひとまとめに整理してき

たが，ここでは MP の元となるマクロプラスチッ

クの実態把握も一つの目的としていることから，

5mm 以上のものを 5mm 以上 25mm 未満，25mm

以上 50mm 未満，50mm 以上に細かく分類した。

また，プラスチック標本粒子による回収試験では，

1mm 未満の回収率が低いため 16），基本的に 1mm

未満のデータは参考値として扱うこととする。図

５から，地点 A においては 6 区画全てにおいて，

MP より少し大きい 5mm 以上 25mm 未満のプラ

スチック片が突出して多い結果であった。これら

は MP ではないが，紫外線劣化等により細片化し，

MP となる可能性が高いと考えられ，MP 予備軍と

いえるものである。 

材質別の特徴をみると，概ね汎用プラスチック

である PE と PP が多い傾向であった。またその他

プラスチックも多かった。その他プラスチックと

しては，人工芝由来の破片 8）とみられるエチレン

酢酸ビニル共重合樹脂（EVA）や，たばこのフィ

ルターであるセルロースアセテート（CA）などで

あった。たばこのフィルターについては，上流か

ら流れてきた可能性もあるが，いわゆるポイ捨て

の可能性もある。人が立ち入りやすい河岸では，

ポイ捨てなどの他の発生源も考慮する必要があ

ると考えられる。さらに，PET も一定程度確認さ

れ，飲料用ラベルや食品等の包装などに使用され

ているフィルム，衣類等に使用されていると考え

られる繊維が多かった。地点 A については，個数

密度は 6 区画で差があったものの（図３），長軸長

さや材質の分布状況にはあまり差がなかった。 

地点 B については，上流側と中間において長軸

長さ 1mm 未満のプラスチック片が突出しており

（図６），多くは発泡 PS 製の小球体であった。先

述したように，1mm 未満については取りこぼしの

可能性があるため参考値として扱うが，明らかに

発泡 PS 製の小球体が多かった。これらは海岸漂

着 MP 調査でも確認されており，ビーズクッショ

ンの封入材と特定されている 8）。また，発生源と

しては，家庭ごみとして排出された製品クッショ

ンの不適切な収集・運搬・処理時における漏出な

どと考えられており，不定期に大量排出される特

徴がある 8）。地点 B に堆積していた発泡 PS 製の

小球体も同様の発生源の可能性が考えられ，他の

地点ではほとんど確認されておらず，地点 B に特

徴的であったことから，周辺に発生源となる施設

等がないかも今後調査する必要があると考えら

れる。 

地点 C 及び F の長軸長さ別の特徴は，地点 A と

同様の傾向を示し，MP 予備軍といえる 5mm 以上

25mm 未満のプラスチック片が調査した全ての区

画で最も多かった（図７及び 10）。材質について

も地点 A と似ており，PE と PP が多く，PET も一

定程度みられた。 

地点 D と E は採取されたプラスチック片が非

常に少なく（0 個から 11 個），長軸長さや材質に

ついて特徴的なことはいえないが，地点 D は PE

と PP が多く，地点 E ではその他の材質が多かっ

た（図８及び９）。 

 

４ まとめ 

 引地川の河岸・中州 6 地点について，堆積して

いるプラスチック片の実態を 2022 年 11 月に調査

した。結果の概要をまとめると以下のとおりであ

る。 

(1) 個数密度の全体的な傾向として，上流（地点

A）から下流（地点 F）にかけて徐々に増加し

たり減少したりするような特徴はみられず，

調査地点固有の影響があると考えられ，プラ

スチック片が堆積しやすい場所と堆積しにく

い場所があると考えられた。 

(2) 各調査地点で 3 区画ずつ調査した結果，概ね

上流側で最も個数密度が高かった。このこと

から，河岸や中州では上流から流れてきたプ

ラスチック片が堆積している可能性が考えら

れた。 

(3) 最も個数密度の高かった地点 A（柳橋）につ

いて長軸長さ別の特徴をみると，採取した 6

区画全てにおいて，MP より少し大きい 5mm

以上 25mm 未満のプラスチック片が突出して

多かった。これらは MP 予備軍といえるもの

で，紫外線劣化等により細片化し，MP となる

可能性が高いものと考えられた。材質別では，

汎用プラスチックである PE と PP が多く，

PET や EVA などもみられた。また，地点 C 及

び F も同様の傾向を示した。 

(4) 地点 B については，長軸長さ 1mm 以下の発

泡 PS 製の小球体が突出して多かった。これら

は海岸漂着 MP 調査でも確認されており，家 
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図５ 地点Ａ（柳橋）における長軸長さ別・材質別の個数密度（2022 年 11 月 22 日採取） 

図６ 地点Ｂ（福田）における長軸長さ別・材質別の個数密度（2022 年 11 月 25 日採取） 

図７ 地点Ｃ（長後）における長軸長さ別・材質別の個数密度（2022 年 11 月 25 日採取） 

図８ 地点Ｄ（円行）における長軸長さ別・材質別の個数密度（2022 年 11 月 22 日採取） 
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庭ごみとして排出された製品クッションの不

適切な収集・運搬・処理時において漏出した

可能性が考えられた。この発泡 PS 製の小球体

は他の調査地点ではほとんど確認されておら

ず，周辺に発生源となる施設等がないかを今

後調査する必要があるものと考えられた。 
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